[太陽光発電設備導入検討チェックシート]












	検討項目
	結果

	① 設置予定場所の受光障害の有無を確認する。

[条件；設置スペースに9：00～15：00に日影が生じないこと]
	受光障害　　あり　・　なし　　

	②太陽電池モジュールの設置が可能な面積を算出する。

[算定式；設置可能面積(㎡)＝屋上面積(㎡)－使用不可面積（㎡）]
	設置可能面積

　㎡

	③ 設置可能面積から実効設置面積を算出する。

[算定式；実効設置面積(㎡)＝設置可能面積(㎡)×設置係数（0.4）]

（※壁面設置の場合は設置可能面積と同じとする）
	実効設置面積

㎡

	④実効設置面積から設置可能容量を算出し、導入の適否を判断する。

[算定式；設置可能容量(kＷ)＝実効設置面積(㎡)×モジュール変換効率]

（導入適否の目安；設置可能容量　５kＷ以上）
	設置可能容量

kＷ

	
	適　・　不適

	⑤導入に向けて具体的な検討を行う。

導入しない場合は、その理由を明らかにすること。
	導入する　・　導入しない

（導入を予定する場合）

　定格出力　　　    　kＷ

　想定年間発電量　　  kＷh

	
	導入しない理由（複数選択可）

□受光障害　□設置場所困難

□躯体荷重　□費用負担大

□現在は見送り将来対応

□その他（　　　　　　　　）


※生産の主流である多結晶シリコン型モジュール変換効率は0.10～0.15程度
[太陽熱利用設備導入検討チェックシート]














	検討項目
	結果

	① 集熱器の設置予定場所の受光障害の有無を確認する。

[条件；設置スペースに9：00～15：00に日影が生じないこと]
	受光障害　　あり　・　なし　　

	② 集熱器の設置が可能な面積を算出する。

[算定式；設置可能面積(㎡)＝屋上面積(㎡)－使用不可面積（㎡）]

（又は壁面設置面積）
	設置可能面積

　㎡

	③ 設置可能面積から想定年間集熱量を算出する。
[算定式；想定年間集熱量(MJ/年)

＝設置可能面積(㎡)×単位面積当たり平均集熱量2,176 MJ/㎡・年]
	想定年間集熱量
MJ／年

	④ 給湯・暖房負荷を勘案し、必要な概算熱利用量を設定する。

（個別式給湯を前提とする場合は、直接⑥へ。ベランダ設置型や業務用小型ユニットタイプ等の導入可能性について適宜検討）
	太陽熱利用設備の対象負荷

· 給湯（中央式・個別式）

· 暖房　□冷房　□その他

	
	概算熱利用量　　　

MJ／年

	⑤ 想定年間集熱量と概算熱利用量から太陽熱依存率を算出する。

[算定式；太陽熱依存率(%)＝想定年間集熱量（MJ/年）÷概算熱利用量(MJ/年)×100]

（導入適否の目安；太陽熱依存率　10％以上）
	太陽熱依存率

　　　　　　　　　　　％

	
	適　・　不適

	⑥導入に向けて具体的な検討を行う。

導入検討の目安（参考）：
・ 給湯利用の場合、一般には年間を通して太陽熱を余らせない  範囲で設置されることが多い。
・ 太陽熱依存率が低くても導入適正がある場合もある。
導入しない場合は、その理由を明らかにすること。
	導入する　・　導入しない

（導入を予定する場合）

　パネル面積    　　　　㎡
　想定年間集熱量 　  MJ/年

	
	導入しない理由（複数選択可）

□受光障害　□設置場所困難

□躯体荷重　□費用負担大

□現在は見送り将来対応

□その他（　　　　　　　　）


[風力発電設備導入検討チェックシート]












	検討項目
	結果

	① 発電機設置予定地域の風況データを把握し、平均風速を確認する。

【条件；年間平均風速６m/s以上であること】
	平均風速

ｍ/ｓ

	
	風況条件

適　・　不適

	② 導入が想定される風車を選定し、その仕様を把握する。
	定格出力

ｋＷ

	③ 風況データと想定風車の仕様から、年間の発電見込量を算出する。

発電見込量(kWh/年)＝Σ(風速階級別発電出力(ｋＷ)×風速階級別出現率×8,760(h/年))
	発電見込量

ｋＷｈ/年

	④ 発電見込量と想定風車の定格出力から年間の設備利用率を算出し、導入の適否を判断する。

【条件；設備利用率が20％以上であること。】

設備利用率(％)＝発電見込量(kWh/年)/(定格出力(kW)×8,760(h/年))
	設備利用率

％

	
	適　・　不適

	⑤導入に向けて具体的な検討を行う。導入「適」であるが導入しない場合は、その理由を明らかにすること。
	


[バイオマス発電・熱利用設備導入検討チェックシート]

















	検討項目
	結果

	① 利用可能なバイオマス(食品残渣、木質チップなど)の安定供給体制を確立する。
	安定供給体制

あり　・　なし

	② バイオマスの貯蔵ヤード、サイロ等の設備を併設する敷地を確保する。
	付属設備設置場所

あり　・　なし

	③ 設備の運転管理体制を整備する。
	管理体制

あり　・　なし

	④ 設備運転に伴い発生する排水、排ガス、臭気等の処理設備の設置や騒音、振動対策計画を策定する。
	処理設備設置等の対策

あり　・　なし

	⑤ 廃棄物、不要残渣、焼却灰等の適正な処理/処分計画を策定する。
	廃棄物等の処分計画

あり　・　なし

	⑥ 上記のすべてを満足する場合に導入に向けて具体的な検討を行う。導入が可能であっても導入しない場合は、その理由を明らかにすること。
	


[水力発電設備導入検討チェックシート]

















	検討項目
	結果

	①利用可能な水路(自社で管理しているもの)があるか確認する。

【条件；流量の日変化、年変化が少なく、水路から施設までの距離が200ｍ以内であること。】
	利用可能水路

あり　・　なし

	②水車、発電機及び付属設備の設置スペースの有無を確認する。
	付属設備設置場所

あり　・　なし

	③水路の平均流量と落差を測定する。
	平均流量

ｍ3/ｓ

	
	落差

ｍ

	④流量と落差から導入可能な水車を選定する。


	導入可能水車

あり　・　なし

	⑤流量と落差から発電機の平均出力を算出する。

平均出力(kW)＝平均流量(㎥/ｓ)×落差(m)×9.8(ｍ/s2)×1,000(kg/㎥)×総合効率（0.65）×10-3
	平均出力

kW

	⑥平均出力から年間発電量を算出し、導入の適否を判断する。

年間発電量(kWh/年)

＝平均出力(kW)×8,760(ｈ/年)×稼働率（0.9）
	年間発電量

ｋＷｈ/年

	
	適　・　不適

	⑦導入に向けて具体的な検討を行う。導入「適」であるが導入しない場合は、その理由を明らかにすること。
	


[温度差熱利用設備導入検討チェックシート]

















	検討項目
	結果

	①温度差エネルギーとして利用可能な熱源の存在を確認する。

【条件；近傍に河川または温泉が存在すること。地中熱利用の場合も地下水が豊富であることが必要】
	熱源　　　あり　・　なし　　

	② 熱交換器の設置可能スペース、配管経路を確認する。


	設置箇所　あり　・　なし

	③ 利用施設の用途、給湯・冷暖房負荷を勘案し、採熱量を設定する。
	採熱量

年間：　　　　　　MJ/年

最大熱負荷量：　　MJ/h

	④ 採熱量から熱交換器、ヒートポンプ等使用機器の規模を設定する。
	熱交換器　　　　　　　　ｋW

ヒートポンプ　　　　　　MJ/h

	⑤ 使用機器の規模と設置可能スペースを比較し、導入の適否を判断する。
	適　・　不適


[天然ガスコージェネレーションシステム導入検討チェックシート]










	検討項目
	結果

	① 都市ガスの供給地域または供給予定地域かどうかを確認する。
	供給（予定）
　　　　あり　・　なし

	② 建物用途等を確認し、導入の適否の判断をする。

【目安：ホテルもしくは病院の建設を予定】
	□ホテル　□病院

□該当なし

	③ 導入に向けて具体的な検討を行う。②の用途で「該当なし」以外の場合であるが導入しない場合は、その理由を明らかにすること。
	導入する　・　導入しない

（導入を予定する場合）

　定格出力（合計）　　　　　kW

　想定年間発電量　　　　　　kWh

	
	導入しない理由（複数選択可）

□省エネルギー効果小
□費用負担大

□現在は見送り将来対応

□その他（　　　　　　　　　　）


[エネルギーの面的利用検討チェックシート]



















	検討項目
	検討結果

	①候補地域の熱需要の確認
・エネルギー需要の大きな建物が複数棟近接しているかを確認

[熱需要密度の目安]　　4.2TJ/ha・年 以上
	熱需要密度：　　　TJ/ha・年

条件を満たす、満たさない

	②エネルギー源の確認
・再生可能エネルギー又は未利用エネルギー導入可能性の検討

（利用可能熱量、利用時間帯の確認）

　※熱供給事業型の場合、設備の加熱能力21GJ/時 以上

・主たるエネルギー源の確認　

・供給エネルギー形態（電気・冷熱・温熱等）の確認
	再生可能エネルギー又は未利用エネルギー利用　　　　　

あり　、　　なし

	
	主たるエネルギー源：

（　　　　　　　　　　　　　）

	
	供給形態：

（　　　　　　　　　　　　　）

	③地域導管ルートの設置検討

・エネルギー供給源とプラント、各施設の距離等を確認
	適　・　不適

	④エネルギープラントの設置可能性

・設置スペースの制約等確認
	プラントの設置面積

㎡

	⑤エネルギー源容量を確認し、導入の適否を判断する。
	適　・　不適

	⑥導入に向けて具体的な検討を行う。導入「適」であるが導入しない場合は、その理由を明らかにすること。
	


導入見送り








検討開始








あり





①受光障害の確認





なし





②設置可能面積の算出





③実効設置面積の算出





不適





④設置可能容量の算出








適





⑤詳細検討の実施





導入見送り








適





検討開始








あり





①受光障害の確認





なし





②設置可能面積の算出





⑥詳細検討の実施





④概算熱利用量の設定


の算出





詳　細　検　討





⑤太陽熱依存率の算出





③想定年間集熱量の算出








⑤エネルギー源容量の確認








導入見送り








不適





検討開始





導入見送り








②導入想定風車の選定





不適





①平均風速の確認





③発電見込量の算出





④設備利用率の算出





不適





適





⑤詳細検討の実施





④エネルギープラントの設置可能性検討





検討開始








①バイオマスの安定


供給体制





なし





あり





なし





②付属設備設置


場所の確認





あり








なし





検討開始





あり








なし





④処理設備、公害


対策計画





あり


し





なし





⑤廃棄物等の処分


計画





あり


し





導入見送り








⑥詳細検討の実施





不適





検討開始








なし





①利用可能水路の確認





②設備設置場所の確認





あり





なし





あり





③流量、落差の測定





なし





④導入可能水車の選定





あり





⑤平均出力の算出





⑥年間発電量の算出





不適





適





導入見送り








⑦詳細検討の実施




















③地域導管ルートの確認





不適





供給エネルギー形態の確認





主たるエネルギー源の確認





利用可能熱量


利用時間帯の調査





あり





なし





適





不適





再生可能エネルギー・未利用エネルギー導入の可能性


















































③運転管理体制





導入見送り








⑥詳細検討の実施





適





不適





⑤設置可能面積と


機器サイズの比較





④使用機器の規模の設定





③採熱量の設定





あり





②熱交換器等の


設置場所・配管経路の確認





なし





あり





①熱源の存在





なし





検討開始








②エネルギー源の確認





①候補地域の熱需要の確認





不適








③詳細検討の実施





導入見送り











適





②建物用途等の確認





不適





適





①都市ガス供給の確認





不適





検　討　開　始









